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め 例えば，第13回農業博でのウルプリ己ト演説cw.Ulbricht， D.田 okonomischeSyste四必s
品 :ualism.us 帥 derLancfwirtsιlwft d忌rDDR 1961-1969， 1970， S.362)。協業共団








SED ドイツ社会主義統 党 LPG 農業生産協同組合
VEG 人民所有農場 KOG 協業共同体











他申国民避済部門にも用いられる CVglιBley，"Zur Rolle des Vertrages bei der Bildung 
und E世間cklungvon Kooperationsgemeinschaften"， Staat -und Recht， 1967， H. 3， S.420)~ 
但し， 197C年 3月12日付の KOGf.まくVOuberKOG)が農業KOGには適用されないくGBl，
1， 1970， S.287)ように，工業と農業では目的形態に大きな差異があるくVgl. R. Hahnert 
u. a.， "Einige Grundfragen der Weiterentwicldung des soz.iaustischen Ag四百echtsnach 
dem VIII. Parteitag der SED"， Wiss. Z. Karl-Marx-Unπ1.， Gesー 払 Strach問国s.R."l 
972， H 5，' Sー 岨81.).いずれにせよ通剖水平的協業関係をさすが，垂直的に形成される協業連合
CKOV)や他D協業システムの同義語又は大概意としても用いられるくVgLD. G四 ich血 u.a.， 
Zur sozialistiscMn W岡 ':schaftsorganisation， 1971， S.345). 
3) W. Ulbricht， a.a. 0. S. 407 同様の叙述は SED第7回党大舎にもある(丹刀担koll品s
























今中， 各経営の規模・水準ではなし 協業内容. KOG自体の水準に基本
視点をおいた把握となった。むろん. KOG参加経営の規模・水準がやはり
KOGの内容・水準を規定する重要な要因であることに変りはない。先進大
4) G. Ewald，. Zu F四 gendcr Orgnnisation und Leitung des einheit1ichen Reproduktions 
P由民団esder Nahrung暗 uterproduktion".Die Deutschc Lan品目吋schaft.1966， H. 10. S 
468. Vgl. Protokoll...， a.a. 0.， Bd.. 1， S.19lf 


























トやKOGゲルツィッヒなどであるくW.Ulbricht. a. a. 0.. S. 410)0 
6) V g1. ebenda 
7) Eるenda.S. 411 
























8) H. Junker u. 11.， "SuÚi1!J出~dlビ Pruùukliun~vビrhällIli~出 richtig nut田 n".lG叫JperutlOH，
1967， H. 5， S. 42妊 1967年駄に400以上あった作付区画を68年から40の作付区画グループに再
輔統合し，工事毒剤生産方法に移行するととになった。その大部分が 25ha前桂であり， KOG パ
ノーレ γュテット 0)1967年実績〔前稿書照〕に匹敵する。酪農でもさきに予定した共同蓄舎が1967
年に実現し (218ストール)， GOOストール、の拡大が予定された。養豚では KOG全体が子取り
に集中することになった.






5月号には. KOGの内部制度を扱った H.-W アノレムスと G ローセナウ
による「農業におけるKOGの法的形成についてのテーゼ了JlO)(以下テ ピ@とす











9) 以上共同計画化については後述白子 ゼ⑪ S_1142妊/Protokoll...> a. G. 0.. Bd. 1， S.19lf 
などを参考に我々の得ている表象で整理した.
10) H_-W. Alms "lmd G_ Rosf'nau， "Thesen zur rf."chtlichen口円ta1tnngdeT KflOpF:Tatinn只gf'-
meinschaften in der Landwirtschaft" ，Staat una Reclit， 1田6.H. 5. S. 782旺.
11) K Bonnl耳目 lL 9.， ..D用 AufgabE'11d円 S柏町明.rganebei df'T F凸rderUI1g (lf~T Koopf'ra 
tionsgemeinschaften in der Landwirtschaft (Thesen)“. Staat und Reaht， 19臼.H. 7. S 
]n.~仔
12) K.-H. Brandt u. a.， "Die Aufgaben der Staatsorgane bei der Forderung der Koopera 
tionsgemeinschaften in der Landwirtschaft (Thesen)“. Staat und Recht. 1966. H. 12， S. 
1966旺
13) 以下テ ゼ⑤からの引用箇所は( )内に頁数のみ示す.テーゼには相当「 べきであろ
う」という表現があるが，煩雑なのと，大自百長経験集約にもとづいて作噂されているので，すべ
てを示すこ左はしない.尚 注記した以外にも一部我々が補足した.



















14) GBl. Teil I， 1966. Nr. 63， S. 403f但G， KOGが法人化しでも参加 LPG白権利能力は
制限されない CEbenda)。
15) G. Bley， a.a. 0.， S.420f法人化したのは KOGパールシュテツトのような「高度に発展
した KOGJである CH.-W.Alms u. a.， ..Recbtf:目gender ZGE， besonders ihrer Leitung 
und Finanzierung， im System der Kooperauo;nsgemeinschaften Weimar-Nord"， Staat und 
Recht， 1968， H. 1， S.-109)0 ZGE/ZBEは，資産が小さい〈共同作業場等〉場合など こり
場合は法人化せず， それ用の協業契約で運宮ーーを除き，通例独自の定款を作って独立法人と
なる。しかし， KOG全体が法人化すると， その地域 CKOG)内申各ZGE/ZBEは，個別に法
人化せず，協業評議会が KOG定款にもとづいて直接管理する図これは KOG的ィ γテグレ
ショソの，制度面で田最高形態といえる. Vgl. ebeηda/R. Klugel u. a.， "Die Entwick.lung 
von Koopera.tionsbeziehungen~ein gesellschaftlicher P回目s"，Die Deutsche Land削 'rt.
schaft， 1田6，H. 10. S. 471 
16) 大部分 LPG.VEGおよひ'そり ZGE/ZBEによるが， GPG (園芸生産協同組合).LVG 
(演習賦験農場〉・ PwF'(動骨漁民生産協司組合).BHG C農民商業組合〕・協同組合的又は市
町村営のザーピス給付経営・市町村営の園芸経営などの加入も可能である〈テ←ゼ@S. 787)。


























17) ζれについてはテー ゼ④ S.784宜にテーゼ骨 S.1967から若干補足した内
18) H. Taubert. "Erfahrungen aus dem Kooperationsbereich Mut語chen“，.Die Deutsch日
Land:.凹 irtschaJt， 1 cj同.H. 6， S. 281 
54 (142) 第 112巻第2号

















評議会における各LPGの利益代表でもある。毎月 1団関かれ， どの LPGも
19) R. Klugel u. a.， a.a. 0.， S. 477 
20) Protokoll... a. a. 0.. Bd. 1. S. 194 これにもとづいて例CI)Politische OkolWmw品s
Soz田 li，ηlUS叩，d仏問 Amι'endungin der DDR， 1969も法揮上白独立性としている (S
432，向坂逸郎監訳「社会主義経済学」上， 322ベー ジL 但し， 7党大会への中央委報告は単に
独立f生とした CProtokoll..， ι 仏 0.，Bd. 4， S.113)， 
21) Zu den KooTerationsbeziehu噌 enin der Lalldwirtscha.ft der DDR， 1965， S.53 
22) OkolWmisches Lex議on，2. neu be田beiteteAut1age， 1970， Bd. 1， S.1137 
23) Worterbuch der Okonomie品 Z昭:lism悶 ，zweite Auflage， 1969. S. 443 第1版(1967年)
は法律上の独立性と表現していた (S.252)。
24) E. Burghardt u. a.， ..Die Stel1tmg der LPG in der KOG (L町長onder K(田 peration)“，
Kooperat'ion. 1969. H. 7， S.42. 
25) テーゼ@はほかに「パートナーは色々の KOGfこ属しうるJ(S. 786)こともあげている.ぁ
るパー トナ 又は KOG全体がその KOG外D経営又は別の KOGとも協業することはしばし
ばある(前稿の事例でも見た通りである)が! それは橿数 KOGへの所属というわ吋ではない。


























第 2の場合 これが主要形態といってよいだろう ，つまり協業的コム
プレッグス投入(個々白農作業の共同プリガ テ哨・共同作業場・畜産共同生産単位等
拍) SED 14中融によると.1966年秋田肱穫作業では多くの LPG7J>協業による機械滋術と労働力
のコムプレックス投入の有効性を改めて実証したという ("Berichtdes Politb曲四 andie 14. 
Tagu唱 desZK der SED"， Doku耐刷tionc!e~ デ千 1967. 2. Januarh出 .S.21).1田7年
の農業博(agra67)でのウルブリヒト演説ではー 殆んどの LPGが機械技浦町共同投入を始めて

























































58 (146) 第 112巻第z号
がら. KOGに対する国家的管理をみてみよう。尚，③と。の聞には，若干の
エェア Yスと同時に，大きな変化として，前述のKOG登録規定と SED13中























28) テーゼ@S. 19701テーゼ⑮も二三の語句上の相違以外生〈同じ (S.11351.). 
29) こり項はテ ゼ⑮@のほかに. R. Klugel u. a.， a. a. 0.， S. 477を加味した。



























31) "Bericht des Politburos “， a. a. 0.， S.22郡名を挙げていないが， SED 7党大会でも

























32) W. Ulbricht， G. a. 0.. S. 357 
33) 協業評議会が，その管理下にある ZGE/ZBEに対して義務的な決定をおろすことは差支えな
し、.
34) "Bericht des Politburos “， a.a. 0.， S.22f. 
35) 日百o忌oll..• a. a. 0.. Bd. 1， 5. 191. 





デミー(ベノレリン〉が発行していた雑誌 rドイツ農業I(Die Deutsche Land山 rt-














37) Ehenda， Bd. 4. S. 114 





積・専門化が達成されるところの主要環であるJ(H. W出品 "Diekomplexe sozialistische 
Rationalis辺四時四ddie Kooperationsbeziehungen in der Landwirtschaft der DDR"， 





























40) D. Giersch， R. Grose， W. Richter und H. Wirsig， "Probleme der Entwicklung der 
gesellschaftHchen Organisation der Produktion in der Landwirtschaft der DDR (Thesen)“， 
Wl:出 cl叫ftS1-ι"居間chaft.1967， H. 4， S.595f. (以下テー ゼ⑬とする〕
41) テゼ@S. 595， S.597f./D. Giersch， "Zu einigen Problemen der Ausgliederung und 
Zentralisation von Produktions-und At;beitsprozessen il der soziali由 schenLandwirtsレhaft
der DDR“， Wirtschafts'Wissenschaft， 1967， H. 7， S.1112. 
42) HイJ.Schulze， "Kolloquim uber die Probleme der Entwickluηg der gesellschafthchen 
Organisation der Produktion in der Landwirtschaft der DDRぺWirtschafts包山enschaft，
1967， H. 4， S.663 


























44) テーゼ@S. 595!.， 
45) VgI テーゼ!D.lS. 5!:l6f口 Giersch，a. a. 0.， S.1104f 
46) VgIテゼ⑮ 5.595， S.597 
47) D. Giersch， a.a. 0.， S.1111 
48) テーゼ@5. 598. Vgl. D. Giersch， a.a. 0.. 5. 1113. 
64 (152) 第 112者開2号
うというわけである。












ギー ノレシュは， ①「自己の土地基盤をもって専門化した農業経営J. ②「自己
の土地基盤なしに専門化した経営J(工業的に組織・管理される畜産経営)， co Iサ











49) D. Giersch， a.a. 0.， S.1108f 

















50) V gl.D. Giersch， a.a. 0.， S.1112f./テーゼI!))S. 597ちなみに KOGパルシュテット
の LPGホヅテルシュテットは卵の品分け パヅキング工程を導入した。
51) テーゼ⑪ S.597
52) 前掲拙稿毒問。
